
信

沙 283.~き

に
は
防
炎
、
町
議
会
総
統
慌
の
述
杭
棋
に
は
、
若
干
持
関
さ
れ
た
問
問
題

点
怖
に
よ
争
、
然
教
育
長
に
M
m
し
が
あ
争
ま
す
が
、
去
る
十
月
十

て
祭
次
官
阿
綾
部
制
設
的
関
カ
絞
蹄
聞
を
労
災
に
袴
ぴ
常
識
会
会
員
協
議

炎
治
す
る
k
と
も
に
、
早
綴
災
会
を
閥
聞
き
、
町
長
が
「
ガ
糊
概
念

務
方
め
複
製
奮
を
織
問
山
闘
し
ま
し
携
し
て
巣
立
世
間
授
の
仰
刑
務
同
間
十

た

。

五

年

皮

肉

校

に

労

力

ず

る

。

ぃ

そ
の
後
も
早
期
盛
氏
端
怖
に
つ
い
と
め
決
意
を
絞
凶
臨
し
た
め
に
枠
内

て
祭
当
路
と
叫
別
総
を
一
室
お
て
お
し
、
町
級
品
開
は
こ
れ
を
す
放
す

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
決
る
十
月
る
と
主
も
に
、
駒
内
主
主
・
も
ど
も

十
一
門
誌
の
附
品
約
祭
議
会
中
卓
会
滋
実
現
に
務
カ
す
る
と
k
を
溝
篠

に
お
い
て
鵠
制
隔
制
が
制
体
協
抗
さ
れ
る
総
し
ま
し
た
。

主
こ
ろ
と
な
h

ソ
、
掃
除
教
務
げ
に
な
お
、
際
立
高
絞
殺
陵
町
許
箆

お
い
て
も
県
警
官
の
き
義
援
喜
要
は
、
制
明
言
十
支
年
後

に
そ
っ
て
検
討
を
加
え
、
m
m
和
は
感
銘
鐙
員
三
一
泊
入
会
ハ
タ
ヲ

に
縁
関
桝
し
て
い
る
k
こ
ろ
で
あ
附
間
十
玄
年
度
総
絞
り
縁
を
か
た
見
〉
で
プ
V

ハ
ヅ
校
合
に
上
り

る
の
で
議
カ
に
数
遂
す
る
。
し
め
一
、
棉
州
在
ζ

れ
が
撃
機
安
進
路
線
後
し
、
同
階
和
問
問
十
五
年
変
か

た
が
っ
て
、
燥
地
叫
潟
が
提
示
し
つ
つ
あ
柱
、
こ
と
に
積
隼
の
ゑ
ら
昭
和
抑
制
間
十
八
年
度
ま
で
の
附
問

た
間
対
飾
付
は
、
岡
問
題
点
除
、
あ
る
が
開
閉
匂
あ
っ
た
泉
市
品
肉
絞
鋳
鉄
関
係
総
緩
に
よ
り
'
本
務
的
建
築
工

終
点
高
校
の
w
識
や
か
な
る
設
機
附
幽
も
、
半
数
念
総
ず
し
て
そ
の
事
を
行
な
い
、
一
一
一
年
後
か
ら
は

を
為
的
蜘
附
し
て
了
議
す
る
O

L

K

災
滋
を
み
よ

5
と
い
う
k
と
ろ
務
植
木
定
員
を
開
校
入
(
八
グ
ヲ

の
決
定
を
み
ま
し
た
Q

ζ

の
淡
に
き
て
お

p
ま

す

。

ス

〉

と

す

る

ιい
う
許
制
問
。

後
に
も
と
づ
き
、
六
月
三
十
日
し
か
し
、
阪
和
関
十
五
年
開

入
札
申
し
込
み
は

十
一
月
十
九
日
ま
で

芳
五
回
目
の
様
留
地
提
分

会

高

校

設

詰

顕

を

採

択

県
・
的
年
度
開
校
の
態
度
国
む

町

は

万

難

を

排

し

て

現

に

努

力

県
マi
j
「
蜘
叫
に
思
立
中
雨
後
が
ほ
し
い
い
と
い
う
住
民
の
簡
に
こ
た
え
る
た
め
、
脚
吋
お
よ
び
対
議
会
は
悶
m
i
-
-
-
A

v
i
:
交
関
後
誘
致
に
殺
り
出
闘
し
、
垣
市
数
制
問
お
よ
び
県
議
会
に
対
し
て
附
問
機
を
滋
ね
て
き
た
と
こ
ろ
十
i
i
A

円

v
i
-
-
-
m
月
十
…
終
的
定
例
偶
蹄
議
会
本
会
議
に
お
い
て
「
謂
府
立
総
等
学
校
設
置
に
泌
す
る
務
縮
腕
」
が
柑
体
制
れ
i
;
ム

円

v
・
i
・
盆
さ
れ
る
主
江
ろ
主
な
号
、
悶
町
教
官
H
白
日
に
お
い
て
も
こ
の
務
綴
採
択
に
よ
り
、
脚
吋
の
組
踊
間
関
ど
お
9ze--
ム

マi
i
問
問
和
四
十
一
立
年
淡
桝
開
放
の
銭
安
か
た
は
町
、
筑
後
そ
の
準
銭
安
議
抗
一
つ
つ
ゐ
型
、
こ
こ
に
療
俸
の
!
i
A
仏

V
-
1・
電
機
懇
で
あ
っ
た
採
点
術
開
校
誘
致
が
、
ま
も
な
く
そ
の
察
滋
を
免
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。
A
U
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た
人
開
問
で
為
る
こ
主
が
緩
ま
れ

る
り
で
、
官
附
枚
程
度
の
学
力
主

加
知
数
は
必
要
止
な
る
わ
け
で
あ

り
、
然
災
の
開
閉
内
盟
主
を
か
な
え
る

た
め
、
附
円
は
長
棚
網
建
設
計
一
燃
の

や
に
際
交
官
開
校
誘
致

*
ι
9あ

げ
、
調
滑
に
対
し
て
鈴
き
か
け
な

し
て
き
た
と
と
ろ
で
す
。
い
っ

ぽ
う
町
議
会
で
は
昨
年
七
月
の

定
俄
防
警
固
に
お
い
て
、
田
知
立

総
等
学
校
線
数
対
策
調
制
緩
特
別

委
除
問
会
〈
渡
辺
蕊
際
的
即
時
班
員
長

ほ
か
八
名
の
惜
班
員
で
融
構
成
〉
役

後
墜
し
、
然
立
官
附
叫
拭
鵠
開
致
の
後

遂
を
問
問
る
と
主
に
な
り
ま
し

た
。
組
付
制
別
養
災
会
は
こ
れ
ま
で

に
十
数
僚
に
わ
た
っ
て
み
w
織
を

問
聞
き
、
必
副
知
な
る
細
飼
登
を
行
な

う
な
ど
し
て
、
蜘
時
-beew

ア
体
と
な

っ
て
そ
母
対
策
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
総
娘
、
挙
資
大

橋
薄
型
の
チ
焚
沼
沿
繁
線
虫
治

的
関
一
万
二
千
将
官
凝
立
高
校
時
離

綾
子
柏
崎
柏
崎
に
選
定
し
、
側
関
経
刈
ニ

十
蕊
誌
に
は
総
漁
期
間
出
出
時
一
一
}
出
獄

畿
の
抑
制
介
に
よ
り
、
感
知
事
、

際
議
会
議
長
、
勝
教
育
長
に
糾
却

し
、
総
え
に
問
附
骨
品
賞
桝
絞
殺
墜
に

関
す
る
輪
開
附
間
借
商
を
援
山
山
、
品
削
減

の
よ
う
な
実
脇
田
な
強
〈
訴
え
、

操
教
育
行
緩
め
機
会
均
等
の
縮
問

点
か
ら
絞
殺
悶
ナ
淀
年
度
に
お

い
て
偶
蹄
史
官
同
校
を
本
m
v
h
後
健

在
れ
る
よ
う
議
制
酬
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
六
月
九
U
H

に摺閉

山
岡
田
周
か
ら
憶
に
、
本
町
へ
官
倒
抽
棋

を
総
帥
臨
す
る
た
絡
め
制
官
品
什
提
示

が
あ
っ
た
た
め
、
六
月
ニ
十
・
匂

自
に
蜘
町
議
会
会
闘
訓
綴
織
隣
会
を
嗣
開

い
て
協
幾
繍
制
的
ソ
た
件
続
来
、
「
開
時

立
世
間
投
誘
致
は
、
す
で
に
蕊
式

天王台土地

区湾整;取繁栄
附
叫
が
絡
行
し
て
お
む
ま
す
天

主
会
土
地
ぽ
体
制
幽
発
蕊
議
議
坤
仙
、

樹
滞
緩
資
金
に
先
端
叫
す
る
た
め
L
Z

}
北
側
目
的
土
地
公
爽
処
分
会
お

と
な
う
こ
と
に
な
れ
γ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、

ζ

の
事
象

の
内
容
と
支
給
分
議
母
方
淡
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
一
様
撃
波
段
、
健
全
な
務
街

地
の
鐙
成
を
詩
的
・
と
し
て
行
な

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

議
帥
ヤ
広
場
・
八
訳
機
な
ど
が
わ
ソ

っ
ぱ
に
時
務
糾
問
さ
れ
、
滋
柏
崎
が
整

然
k
u
弘
一
鰯
さ
れ
て
制
判
問
問
皮
が
一

段
と
官
附
め
ら
れ
ま
す
。

天
王
ム
同
士
泌
総
画
整
理
戦
幾

は
、
本
蜘
叫
の
ほ
夜
中
心
に
位
慢

す
る
袋
腕
時
・
炎
五
台
抽
出
一
駄
に
聞
附

鉄
慾
媛
線
の
務
総
h
g
同
開
滋
し
、

一
線
織
的
な
新
市
街
地
を
附
開
脱
出
し

よ
う
主
す
る
も
の
で
、
現
在
、

時
が
広
樹
附
掛
鷺
割
現
に
よ
る
ザ
ム
務
を

脇
嶋
中
ム
中
で
あ
ち
、
侃
悼
と
太
陽
に

官
邸
ま
れ
た
広
大
な
部
制
裁
泌
総
が

幾
々
と
整
備
容
れ
て
お
争
ま

ふ

3
0

0
描欄務

こ
の
抽
崎
町
怖
は
、
関
開
設
常
然
強
腕

に
治
っ
た
我
係
予
同
肌
・
数
手
釈

の
中
間
闘
に
あ
る
台
地
で
、
山
相

仙
仲
'
制
期
地
鶏
の
柑
T
た
ん
な
と
こ

ろ
で
、
奴
銭
的
市
民
側
協
は
ゴ
ん
フ

嶋
樹
、
北
側
閣
は
訓
制
裁
泌
・
銃
器
臥
山
山

を
銚
め
ら
れ
、
住
宅
裁
と
し
て

常
務
線
路
}
の
好
条
件
に
恵
ま

れ
て
お

9
ま
す
。

。
造
成
鈴
蘭

と
の
新
造
成
品
崎
沖
川
、
災
し
い

駅
品
開
広
場
〈
総
務
二
千
開
問
材
料
相
γ

A
H
J
P
i
ト
ん
)
を
山
中
心
に
、
広

い
京
前
メ
イ
γ
メ
ト

p
i
ト

内
総
箇
月
十
八
メ
!
ト
ル
〉
を
南

北
に
、
絞
殺
の

g
の
よ
う
に
綴

剣
返
し
く
交
執
認
す
る
品
幹
線
・
文

描
概
齢
制
絡
火
ふ
あ
わ
せ
て
七
十
一

路
線
舟
鍔
隊
総
が
完
備
さ
れ
、

公
閣
総
鴻
降
、
運
動
公
側
側
、
児
童

公
鍾
も
緑
地
殺
な
ど
っ
七
日

ヘ
ク
タ
i
ん
〈
約
蕊
平
E
M
庁
〉

H
F

透
互
に
制
恥
蹴
除
さ
れ
、
文
化
的
な

市
街
織
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
滋

想
的
引
な
都
市
計
磁
に
そ
っ
て
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
4
H
協
調
方
濠

新
議
時
偶
仙
崎
町
枠
内
に
は
、
附
叫
が

一
削
践
に
売
り
出
桝
し
す
る
宅
総

門
出
陣
織
地
〉
が
約
二
a

双
ヘ
ク

タ
ー
ル
ハ
約
七
千
五
首
相
即
}
胡
樹

皮
滋
榊
脱
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
ム
エ
柏
崎
は
‘
柏
崎
桜
山
内

に
数
骨
相
し
て
お
り
'
ま
ず
の
で
、

災
事
が
樹
海

γし
た
町
民
同
開
か
ら
開
制

次
処
分
い
た
し
ま
ナ
。
処
分
は

師
陣
剥
と
し
て
一
定
の
一
弘
絞
内
の

ふ
ん
絡
に
つ
い
て
、
一
指
M
競
争
入

札
母
方
沖
慨
に
よ
り
行
な
い
ま

ナ。O
入
札
袋
加
資
嶋
崎

理
H
受
希
製
品
摺
一
…
民
詔
問
に
づ
い

て
二
十
万
出
什
の
入
札
制
開
紙
傘
を

銭
売
当
日
制
ど
持
参
く
だ
さ
れ

ば
、
総
入
、
法
人
ま
た
は
町
内

外
居
仲
間
翁
合
問
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
入
札
に
移
加
で
き
ま
す
。

ハ
滋
札
で
き
な
か
っ
た
と
き

634 

叩

-
A守

持
品
、
入
札
能
関
紙

金
h
z
h
制
緩
し
し

ま
ず
。
〉

。
契
約
の
縁
結

f

持
昨
札
さ
れ
た
i

カ
は
、
土
品
地
売
聡
志

賀
製
仏
料
を
近
a
w
m
F

以
内
に
締
比
較
二
殺

し
、
落
札
綴
蛸
嗣

a

一

の
ご
刷
討
を
相
時
約
世
一

同
開
計
献
金
と
し
て
j
…
喜

納
入
し
て
い
た

l

一E

だ
き
ま
ナ
o
f
p
m

O
売
買
代
金
の
一
致

保
一
一
劉

納

入

…

区

売
叉
代
金
一
一
々

は
、
土
地
売
一
尚
一
応

契

約

締

望

日

両

か
ら
三
十
日
H

以
内
に
全
額
約
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
植
物

A
m
u
-
契
約
出
陣
織
金
は
売
買
代
品
棋

に
綴
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

。
処
分
す
る
ム
ム
総
及
び
議
務

球
出
向
線
北
側
関
陥
崎
町
民
八
区
一
割

一
、
六
五
六
平
カ
メ
ー
ト
ル

二
臨
縦
一

O
五
平
ふ
万
メ
ー
ト
ル

ハ
一
ニ
ニ
跨
》
か
ら
三
一
四
七
平
方

メ
ー
ト
ル
N
2
0
}乱
開
町
)
ま
で

O
λ
札
器
儲
吋
及
び
場
面
的

努
時
十
一
月
二
十
日
八
木
〉

午
後
一
一
誇

崎
明
瑞
開
設
同
知
子
町
中
耐
火
公
民
館

。
入
札
参
加
申
申
し
込
み

入
札
嗣
間
口
討
の
節
目
時
〈
日
寝
泊

お
よ
び
ゑ
磯
お
む
午
後
は
徐

〈
〉
ま
で
受
付
し
ま
ナ
。
入
札

参
加
加
申
し
込
み
は
無
料
引
で
す
。

な
お
、
商
品
地
裁
内
そ
の
抽
出
時
計

絡
に
づ
い
て
は
、
東
我
孫
子
駐

校
部
終
的
天
王
品
開
区
制
仰
軸
鷺
遂
現
場

古
事
務
所
〈
後
務
八
二
問
問
。
八
}

都
世
)
に
お
当
時
ね
く
だ
さ
い
。



11月1日

狩

十
ブ
バ
一
認
は
、
仲
村
制
執
務
自
部

日
マ
す
。
か
T
4
郡
五
昨
吋
一
品
十
八
分

の
日
の
出
の
合
間
由
主
国
間
待
w
h
制約

泌
を
楽
し
む
ハ
ン
タ
i
の
数
以

封
H

レ
ジ
ャ
ー
プ

1
ム
の
拙
酬
に
液
ち

は
お
十
々
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

山
山
…
次
総
一
方
に
は
、
日
ど
と
に

伴
土
殺
の
級
品
河
川
か
進
み
、
人
口
過

削
弘
前
の
悶
桝
念
日
か
為
争
、
ま
た
狩
猟

間
人
口
犠
加
に
よ
号
、
仲
狩
尉
刊
で
き

…
る
斜
欽
類
は
年
々
諸
問
少
し
て
い

…

る

ζ
k
か
ら
、
い
き
お
い
念
協
肌

…
な
場
所
で
叫
引
っ
た
れ
ツ
、
災
ル
郊
の

一
山
氏
金
を
酔
鴨
緑
せ
ず
紛
っ
た
ち
す

一
る
録
制
誌
な
利
付
ぬ
か
ら
く
る
仲
村
誠

多
数
も
特
段
キ
ω

地
問
、
た
ず
、
ハ
ン
タ

ー
の
滋
郊
に
持
品
約
し
て
上
兵
力

こ

i
プ
の
が
同
刊
を
た
ど
っ
て
お
り

ま
寸
e
G

ぴあ

社
会
保
停
制
度
の
交
搬
出
a:

i
こ
れ
は
、
近
代
的
制
な
総
綾

田
国
家
を
め
ざ
す
わ
が
附
酬
の
ふ
〈

き
な
線
じ
る
し
の
一
つ
で

す
。
ま
護
協
議
震
と
は
、

一
殺
で
い
え
ば
終
之
や
貧
困
聞

に
対
す
る
訴
ず
だ
て
と
い
う
ζ

・
と
が
で
き
ま
す
が
、
わ
が
闘

で
は
田
両
院
内
皆
保
険
、
短
説
向
山
科

年
金
の
制
制
度
が
し
か
れ
、
淡

島
地
や
ケ
ガ
に
は
総
統
臨
時
険
刊
か

老
後
的
生
時
間
や
一
小
閥
的
な
ど
に

よ
る
級
入
の
減
少
な
ど
に
は

隠
μ

同
年
金
や
附
締
役
年
令
品
開
放

が
山
川
刊
さ
ん
の
さ
さ
え
と
な
っ

て
い
ま
す
n

附
悶
民
年
金
山
弘
、
鍛
冶
人
げ
か

納
入
す
る
厚
生
年
金
保
険
や
る

各
間
関
共
済
組
合
に
入
れ
な
い

入
、
つ
ま
り
、

報広<tí)三総会1 Í!l!~き:ì:rfif)

人
た
ち
の
州
為
抽
統
合
除
隊
す
る

醐
制
度
で
、
み
ん
な
で
謝
野
け
金

を
だ
し
あ
り
て
、
お
玄
い
の

単
品
協
肌
の
崎
山
〕
約
の
安
定
を
図
ろ

う
と
い
う
校
総
み
で
す
。

猟

解

禁

猟
銃
の
保
管
は
議
重
に

隊
派
制
剤
、
日
時
下
に
お
い
て
発

生
し
た
糾
明
党
事
汝
は
人
件
で
‘

こ
れ
を
事
故
怒
田
副
総
に
み
ま
す

と
、
①
獲
物
に
然
ゃ
に
な
お
'
i

i
m口
件
⑨
揃
問
機
中
川
別
相
棋
に
手
'

t
山
総
れ
単
勝
胸
部
:
!
一
一
件
③
も

て
滋
ん
守
い
る
う
ち
器
発
:
・
:

プ
狩
品
場
以
篠
山
内
に
兵
物
が
入

っ
て
い
た
た
め
袋
発
・
:
:
一
件

ιな
っ
て
お
れ
ツ
ま
す
。
こ
の
う

ち
機
物
に
盤
的
ゃ
に
な
争
、
矢
先

町
市
覧
会
を
確
認
せ
ず
叫
強
制
制
し
ゃ
山

市
常
設
が
半
数
を
し
め
て
い
る
。

し
か
も
と
の
事
飲
の
滅
後
期
唱

は
、
遂
時
開
会
漁
行
中
の
人
や
農

作
議
脅
し
て
い
た
後
半
火
な
ど

が
、
山
総
れ
制
押
に
当
た
り
M
E
我
を

し
て
い
る
と
い
う
、
料
付
出
問
者
と

長
引
く
然
一
関
係
の
一
絞
給
総
仲
立
総
凡

も
ち
ろ
ん
医
も
火
き
な
ゑ
銭

か
い
し
て
、
こ
の
制
絞
殺
註
さ

え
て
い
ま
す
。

こ
の
制
制
臨
挽
も
符
さ
ん
が
加

入
し
、
ん
簿
鈴
丹
惨
殺
制
刊
を
き
ち

ん
と
約
め
る
と
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
絡
さ
ん
母
老

後
h
k
守
る
も
の
と
な
る
の
で

す。
木
県
で
は
、
こ
の
出
掛
胤
棋
に

渓
在
六
十
七
万
六
千
人
が
紛

入
し
て
い
ま
す
む
し
か
し
、

こ
の
制
俊
を
ま
だ
匁
ら
な
い

人
や
よ
く
理
解
で
き
な
い
な

ど
の
蕊
由
で
、

ψ
吋
然
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

ま
だ
初
入
し
て
い
な
い
人
が

約
六
千
人
、
ま
た
対
っ
か
く

加
入
し
て
も
銃
後
約
を
き
ち

ん
と
約
め
て
い
な
い
人
が
、

昨
年
総
…
年
間
を
と
っ
て
み

て
も
約
況
万
人
い
ま
す
。

句
、
絞
ら
れ
た
ハ
ン
タ
ー
の
税

金
ぞ
え
・
な
く
い
負
傷
し
て
い
る

こ
と
は
、
ハ
シ
タ
ー
と
し
て
党

分
反
省
す
べ
き
ぷ
で
は
な
い
か

主
怒
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
持
叫
附
叫
に
馴
れ
た
然
の

ゆ
'
る
み
か
ら
‘
柑
州
統
的
盗
難
事

件
も
銭
安
綴
ち
ま
せ
ん
。

品
桝
時
乱
で
は
カ
i
プ
1
ム
に
よ

り
、
ぬ
と
ん
ど
母
ハ
ン
タ
ー
は

向
阿
波
剤
箪
を
利
用
し
て
い
る
淡

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緩
め
や

に
猟
銃
を
放
俊
し
、
絞
ま
れ
る

事
件
が
一
番
多
〈
滋
然
し
て
お

守
ま
す
。

ご
存
知
剤
師
よ
う
に
、

M

州拙叫

は
、
嗣
郎
関
剤
、
制
艇
削
用
し
た
場
合

は
、
人
命
も
描
統
御
関
す
る
威
力
を

ひ
め
て
お
h

ソ
、
一
一
燃
に
し
て
出
品

ζ

の
よ
う
な
人
た
ち
は
、

老
後
の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、

不
慮
母
事
故
に
あ
っ
た
機
会

な
ど
に
当
然
支
払
制
さ
れ
る
年

金
ま
で
受
げ
ら
れ
な
〈
な
h
y

ま
ず
。そ

C
で
、
こ
の
よ
う
な
人

た
ち
敬
一
人
で
も
な
く
そ
う

と
十
}
丹
を
図
民
年
念
誉
後

議
議
月
間
問
と
し
て
、
問
料
、

間
問
、
対
が
一
体
と
な
っ
て
争
中

間
閥
的
引
な
逐
齢
制
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ

mwn締
役
制
捜
繍
慨
に
、
未

加
入
者
や
郎
部
鱗
問
料
金
京
総
者

を
な
く
し
、
地
刊
米
諸
国
一
日
か
年
金

食
品
流
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
も
め
で
す
。

「
融
関
え
み
れ
ば
潔
い
な
し
い

と
療
し
ま
す
。

ま
だ
部
尚
昆
高
年
金
に
帆
加
入
し

て
い
な
い
人
や
、
的
邦
検
制
刊
を

納
め
蕊
れ
て
い
る
人
件
弘
司
自

も
悶
↑
く
乎
総
き
も
気
す
ま
せ
て

く
叫
ん
が
い
。

穏
に
学
が
わ
れ
ソ
す
る
危
険
な
も

の
で
す
。

盗
ま
れ
た
銭
は
、
相
棋
人
と
か

強
盗
な
ど
の
兇
術
研
例
制
努
甘
い
後
'
わ

れ
る
危
険
叫
慨
が
お
州
く
、
ち
ま
っ

と
し
た
ハ

y
タ
!
の
不
注
意

H

炉
、
分
間
…
地
棋
に
も
治
議
を
与
え

ま
ず
。
し
た
が
っ
て
銃
の
使

期
建
後
部
守
融
部
情
腎
・
選
出
慨
に
あ

た
っ
て
は
‘
万
全
の
仲
間
帯
品
を
払

い
、
自
己
が
怒
っ
く
よ
う
な
録

制
調
官
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
分
公
表

に
不
安
感
を
与
え
た
担
、
ゑ
嚇
慌

を
及
ぼ
す
こ
と
は
純
然
に
し
て

は
な
お
ツ
ま
せ
ん
。

位
刊
に
で
か
け
た
k
き
は
、
常

に
都
州
関
税
総
会
炎
恥
は
わ
ず
、
最
大

の
持
出
畿
を
制
執
っ
て
お
齢
期
し
、
締
棋

に
も
迷
磁
を
か
け
な
い
災
謝
料
安

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

品W
的問

}
i
…
i
十
玄
弛
棋
山
山
常
失
ょ
う
州
路
縫
い
た
し
ま
し
た
。

ざ
ん
か
ら
、
二
千
田
け
を
心
身
際

A
V
級
一
丁
目
弁
乎
円
H

魁
品
叫
が
狩

撤
回
総
叫
叫
に
使
尽
し
て
く
だ
さ
い
を
時
間
れ
、
次
の
団
体
長
に
綴
齢
制

緩
綴
綴
捌
酬
と
申
し
出
闘
が
あ
争
め
賛
同
m
に
と
各
十
万
国
H

の
務
総

緩
績
額
融
問
ま
し
た
o
vい
れ
ば
も
が
あ

9
ま
し
た
。

綴
綴
鋭
機
叫
欧
間
開
会
問
機
に
際
老
人
タ
ラ
プ
w
説
会
会
、
治
族

級
綴
錦
醐
搬
し
て
、
総
山
さ
ん
会
、
鈴
子
縁
役
会
、
心
身
附
剛
容

物
灘
綴
燃
の
み
ん
絡
を
貸
し
た
者
総
総
会
、
後
孫
子
問
矧
影
会

初
級
協
綴
と
き
の
謝
礼
で
ゆ
殺
人
タ
予
.
7
と
き
わ
会
、
み

級

協

膨

働

搬

す

。

ど

り

級

人

グ

ラ

ブ

、

老

人

ク

ヲ

級
協
彫
物
争
栄
二
十
一

1
m悶
ブ
労
会
的
竺
会
長
か
ら
を
ア
レ

級
協

mm物
久
下
総
一
さ
ん
か
土
台
、
レ
コ
ー
ド
…
一
一
十
六

絡
賭
務
物
ら
お
年
怒
り
の
万
枚
、
キ
ャ
ど
ネ
ッ
ト
一
線
の
努

瀦
綴
織
搬
に
使
削
m
し
て
く
だ
緩
げ
か
あ
号
ま
し
た
o

ス
テ
レ
オ

さ
い
主
老
人
隠
下
波
数
十
点
の
は
表
夜
、
認
数
々
U
V

タ
ー
に
設

察
側
聞
が
あ
ち
ま
し
た
。
町
で
は
読
し
て
恋
人
的
絞
さ
ん
の
院
内
語

的
絞
で
綴
鵡
殺
し
て
い
る
当
可
の
'
続
出
期
等
に
お
劾
に
判
明
浴
さ
れ
て

必
人
の
方
々
に
禁
て
い
た
だ
く
い
ま
す
。

恥閣
口
}
一
一
縫
混
合
予
防
接
稜

ジ
ツ
テ

F
7
、
市
出
口
H

ぜ
き
、

仙
川
恥
問
附
問
の
一
一
一
繍
内
総
会
予
時
間
後
掛
鳴

き
ん
の
長
男
、
山
一
昨
ち
ゃ
ん
が
噛
離
を
次
の
日
朝
慌
で
行
な
い
ま
す
の

ば
れ
ま
し
た
。
(
一
年
三
カ
だ
〉
で
、
該
当
者
は
も
れ
な
く
受
け

一
一
一
綴
淳
ち
ゃ
ん
は
体
滋
十
て
く
だ
さ
い
。

入
・
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
身
長
八
や
該
畠
互
者

十
一
一
石
Y
4
7
メ
ー
ト
ル
と
自
の
幸
一
出
掛
ハ
税
関
関
〉
問
削
由
利
問
問
十
叩
悶

パ
ッ
チ
苦
し
れ
ん
か
わ
い
い
坊
や
年
目
的
月
一
お
か
ら
燃
料
限
十
四

で

す

。

年

五

月

三

十

一

お

ま

で

の

出

生

ま
た
、
総
ち
令
ん
は
、
十
月
岡
ル
ハ
一
品
凶
抑
制
緩
〉

十
匂
日
千
葉
翁
町
田
錦
捕
苔
災
政
争
一
一
削
刑
門
出
階
級
〉
昭
和
感
十
ニ

必
臓
問
ホ
ー
ル
で
隅
聞
か
れ
た
予
知
焼
年
十
月
二
口
か
ら
昭
和
抑
制
問
十
一
応

崎町コ

νク
ー
ル
に
代
表
主
し
て
移
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
山
尚
北
山

山
出
場
し
た
結
泉
、
優
秀
殺
に
銘
柄
児

き
ま
し
た
c

m

昭
和
制
緩
十
一
幻
想
'
十
一
月
で
一
一
一

罰
自
終
了
の
ホ
唱
は
十
二
月
に
御

利
判
同
m
く
だ
さ
い
。

な
お
、
淡
線
終
盤
的
り
場
合
は

一一一附仰向悶終

γ後
一
年

t
一
年
半

と
総
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
ハ
ガ

持
拭
ン

I
ズ
u
d

で
す
.

三
堀
淳
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

i
ル
で

集
大
会
で
は
稜
泉
兇
に

削m
和
田
十
回
年
出
品
約
制
球
総
統

鰍
鶴
市
門
的
赤
ち
ゃ
ん
ヌ
シ
タ
ー
ん

は
、
去
る
十
月
一
一
員
約
線
総
統

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
タ
!
ん
に
は
後
内
市
町

の
議
官
惑
で
紋
吋
節
子
、
叫
刷
、
流
山

開
問
衡
か
ら
災
対
T
十
一
一
一
入
、
女
子

十
一
二
人
が
参
加
郎
、
南
部
族
謁
骨
堂
、

蹴
倒
神
胤
刊
の
盟
、
各
種
子
時
的
後
指
離
の

気
了
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
や
織
か
ら

務
官
認
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

努
予
プ
位
に
、
我
孫
子
脚
内
録
一

γ長
一
八
番
二
一
…
一
努
‘
一
一
}
柵
刑
務

位

戸

打

数

制

怖

綴

行
政
側
制
緩
及
び
絞
氏
刺
相
談
を

つ
ぎ
の
と
わ
訓
告
一
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
抑
制
裁
は
然
材
料
で
す
め

で
ど
利
郎
く
だ
さ
い
。

辛
口
H
時
十
一
月
二
十
六
日
午

品
市
場
所

ま
た
、
制
利
減
附
に
は
お
ね
訟
相
相
談

災
の
柑
削
減
弁
護
士
が
出
同
嫁
母
子

制
球
で
す
。

l佼?となった淳ちゃん

キ
の
的
関
人
潟
明
瑚
品
知
〉

φ
時
間
年
ふ
後
一
一
時
か
ら
午
後

一一一蹴吋まで

令
料
金
脇
市
制
打

ま
た
、
母
子
手
続
、
と
級
人
議

総
状
を
必
ら
ず
f
M
持
勢
〈
だ
き

、。L
 (!j!いi丞報少ない獄後〉
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口
短
歌
会
期
間
出
樺

文
化
祭
説
歌
会
の
拘
げ
打
開
官
滞
緩

A
V
蜘
期
日
日
十
一
月
一
一
十
一
一
一
n
H
K
T

輪
出
十
品
吋
か
ら
午
後
一
一
一
時
双
十
八
万

ま
で

争
開
晴
嵐
川
口
ム
中
央
公
民
館

A
V
窓
口
鈴
第
二
片
付

A
V
申
し
込
み
口
十
一
月
十
五
日

ま
叫
に
に
湖
付
二

t
十
六
'
十
一

鈴
木
孝
一
先

令
参
加
蝿
R
H
4再開
H

〈
浅
口
付
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
〉

む
義
産
物
改
良
終
滋
会

品
拭
出
悌
子
附
吋
岨
斜
線
物
改
良
共
進

会
は
我
村
部
品
d

符
中
炎
公
民
館
に

お
い
て
十
一
月
十
五
告
か
ら
十

台
n
M
ま
で
の
一
一
一
昨
日
開
問
問
後
さ
れ

ま
ナ
。時

計
総
に
つ
い
て
は
前
月
の
…

n
料
品
勺
明
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
専

で
、
ヨ
一
員
約
の
出
口
待
合
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

令
十
一
月
十
蕊
mMhγ
抽
出
九
時
か

ら
十
一
一
終
ま
で
出
山
口
加
物
受
付
、

午
後
…
脇
町
か
ら
川
島
臨
吋
ま
で
審
査

φ
+
一
月
+
七
日
午
線
九
品
吋
か

ら
淀
川
γ
ま
で
郎
売
予
約
、
午
後

一
時
吋
か
ら
午
後
閲
時
ま
で
間
即
死

午
後
二
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

授
賞
式
を
行
な
い
ま
す
。

出R
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

品。ぃ。
口
お
祝
い

欄
喝
朗
報
は
早
め
に

お
彼
い
裁
報
に
は
回
出
逢
註
臨
吋

幅
制
定
電
報
を
ど
う
ぞ
/

A
V
大
安
吉
日
な
ど
に
は
批
制
緩
め

岡
部
径
が
抗
税
制
却
し
、
阪
市
燃
が
遜

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

品V
朝
間
援
に
は
縁
側
搬
出
り
臨
吋
制
叫
に
お

円
制
時
り
で
き
る
だ
迷
口
H

待
指
定

氾
織
の
ど
刻
般
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

一
争
制
関
連
時
日
時
指
定
旬
報
は
、
ど

希
望
に
な
る
日
の
十
悶
M

惜別か

ら
取
れ
ツ
怒
っ
て
お
り
午
前
八

静
か
ら
午
後
八
時
吋
ま
で
の
ど

希
部
品
的
終
判
却
に
お
附
掛
け
し
ま

す
。

A

帯
域
紛
か
ら
後
裁
の
お
市
中
し
込

み
は
一
二
1
4
昨へ

A

曹
お
叫
明
い
後
朝
刊
な
ど
に
は
帥
均
等

が
あ
告
ま
す
。

〔
我
孫
子
電
線
電
話
ぬ
)

日
税
務
務
だ
よ
り

十
一
月
一
日
か
ら
十
時
H

ま
で

は
、
納
税
者
の
俊
晶
聞
の
然
攻
隊

く
知
町
間
同
で
す
。
こ
の
制
時
間
は
、

今
年
で
十
六
問
問
凶
闘
に
た
れ
ソ
ま
す

が
、
後
緩
か
ら
ゆ
狩
ぜ
ら
れ
た
税

品
川
に
悦
到
す
る
後
緩
や
裟
望
は
、

広
ぽ
も
り
伶
事
の
遂
営
面
に
大

き
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
守
ま

す。
今
年
も
国
税
庁
、
間
関
税
め
な

は
じ
め
金
川
酬
の
税
務
綾
句
、
行

事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
高
司
訟
戸
税
務
畿
に
お
い
て

も
寂
孫
子
殺
に
お
け
る
税
務
相

時
間
懇
い
ろ
い
ろ
の
附
献
し
を
企
一
闘

し
、
ぶ
く
後
援
の
税
務
に
対
す

る
ど
恕
脱
却
、
ど
要
蔓
を
う
か
が

う
乙
主
と
し
て
お
号
室
、
ず
。

〔
松
戸
税
務
緩
い

己
資
産
税
繍
綴

持H
e鍾
税
制
制
組
問
者
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
出
り
で
ど
料
開
川
く
だ

ま
4

、。

ー
し

争
日
時
十
ゴ
万
六
口
付
午
議

十
時
か
ら
午
後
一
一
二
時
ま
で

や
綿
硝
所
我
孫
子
町
役
場

己
食
品
衛
生
業
務
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
鈴

食
H

開
幅
開
設
象
者
の
い
νγ
ト
ゲ

y
検
診
を
行
な
い
ま
す
の
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

品
市
日
時
十
…
晃
十
回
口
討
作
T
拍附

十
時
一
一
一
十
分
か
ら
午
後
三
日
時
ま

折、争
議
一
敢
闘
間
際
労

口
引
揚
血
液
輪
特
別
交
付
金

の
米
競
泳
畿
は
早
急

回
』

引
川
関
税
特
別
交
付
金
議
求
は

淡
年
-
一
一
月
三
十
一
認
を
も
っ
て

終

f
と
な
り
ま
す
。
ま
灯
、
総

求
手
特
例
き
の
す
ま
さ
れ
亡
な
い
い

方
沖
弘
、
早
ゐ
に
綴
州
都
し
て
く
制
作

F

、。
-
L
 

な
お
‘
次
ね
と
お
ち
淡
闘
指

導
な
行
な
い
ま
す
の
で
、
来
祖
師

求
的
中
刀
は
ど
制
制
淡
く
だ
さ
い

A
U

A
曹
関
帥
吋
十
一
月
二
十
玄
川
口

午
縦
十
時
吋

t午
後
二
務
ま
で

嘩
場
所
我
孫
子
町
役
場
分

会
議
室
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